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1 )はじめに 本研究所・河南大学日本研究所・河南大学経済
a) r工業化」と「産業革命」の意味 学院，加えて日本国際交流基金の援助によるも
b) r近代化」と「産業化」について のであった。
c) 19 世紀末大不況下での「後進資本主義」とし 因みに，私見では「工業化」という範鴎は，
ての日本資本主義の確立過程 「産業革命」との異同について必ずしも明確な
d) 戦前における「日本資本主義論争」と第二次 一致が見られているとは言いがたく，日中両国
世界大戦後の“Dobb~Sweezy 論争" 聞でも種々意見が存在するものと思われる。加
2 )明治維新と殖産興業政策の展開 えて，日本では現在， r工業化」や「産業革命」
a) 地主制研究の動向 という研究課題について活発な研究が行なわれ
b) 幕藩領主制の解体と明治新政権の性格 ているとは言難いように思われる。ただ中国に
3 )日本における産業革命の展開=日本資本主義の 即してみれば， r農業発展に対する」工業化と
確立過程 いう現実的な必要性も存在することも確かであ
1 )はじめに
この小論は，本年 1月9 -10 日の両日にわた
って，中国河南省閲封市金明大道(河南大学金
明校区西門内) J:中ド州国際金明酒唐大庁で関催さ
れた
報告したものである(汀『会議論文集 j 1中国.開
封 201 年 1月9一1叩0日副i に収録O 之令kお言うま
でもなく，約20 分の私の報告の通訳は，旧知の
開封市人民政府外事僑務弁公室友城接待科科長
ろう O その辺に主催者側の「テーマ設定」の苦
心もあったものとも言えよう O
a) r工業化」と「産業革命」の意味
本シンポの主題である「工業化」とは，近代
以後の資本主義社会では，機械制大工業の発展
にもとづく産業革命以後，農業に代わって工業
が支配的役割を持つに至った過程をさす。この
「資本主義的工業化」は，資本家的利潤の獲得
を目的として，まず生活手段(消費資料)生産
部門(第 2部門・軽工業)とくに繊維工業から
始まり，次第に生産手段生産部門(第 1部門・
重工業)とくに石炭産業・鉄鋼業・機械工業に
移行し，またこの工業化の発展にもとづいて鉄
道業や海運業も発展した。この「資本主義的工
業化」は独占資本主義=帝国主義の段階では，
新しく電気産業・化学工業・石油産業を発展さ
せ，第二次世界大戦後には石油化学工業・電子
工業・原子力工業などを発展させた。このよう
な「資本主義的工業化」は一方で農業を衰退さ
せて農民を収奪し，他方で工業労働者の労働条
件を悪化させて搾取を強行した。反対に資本家
階級の富を増大させ蓄積を拡大したのである O
それは，競争と生産の無政府性の法則にもと
づき，剰余価値の法則に支配され，不均等発展
を一層強化してゆくこととなった。また，植民
地・従属国の原料資源を収奪し，その国の経
済・産業を低水準に縛りつけ，工業製品を独占
価格で押つける役割を果たしたのである(上林
貞治郎『大月経済学辞典j) 0 
これに対し， r産業革命」の規定と史実を示
せば，
1 )概念
機械(とくに作業機)の発明とその工業的応
用を出発点とする「生産様式の変革J，すなわ
ち「マニユファクチュアから機械制大工業への
移行」を基礎とするが，それにとどまらず国民
経済全体の根本的変革，わけでも近代的プロレ
タリアートを階級として形成せしめた一大社会
変革であった。したがって，産業革命を単に技
術革新や工業化と同一視する無概念的なとらえ
方，また第一次，第二次産業革命などの用語法
にみられる〈産業革命の循環的反復説>，さら
に個々の産業部門における工場制度の成立， (た
とえば綿工業の)産業革命として断片的にとら
える見地，これらの諸見解は，いずれも社会の
資本主義的改造の歴史的画期としての産業革命
の固有の歴史的意義を見失わせるものである o
ll) 世界史的原型としてのイギリス産業革命
①イギリス産業革命の主導部門となった綿工
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業における工場制度の成立は， 1760 年代のジェ
ニー紡績機と水力紡績機の発明を起点とし，つ
づいて179 年にミュール紡績機が発明されると，
その急速な改良と普及によってミュール工場が
綿糸紡績業をほぼ制覇した。さらにワットの複
動式蒸気機関の導入により， 19 世紀初頭には紡
績工場は本来的な機械体系として完成し，また
新興(イギリス・西北部に位置するランカシャ
ー・ヨークシャーなどの)工業都市に集中し(従
来は，渓谷地帯の河川の水力に依存) ，他方，
織布部門では， 1825 年恐慌以降，主として紡績
工場による兼営の形態で力織機工場が成立した
のである O
②つぎに労働手段の一般的素材である鉄は，
産業革命の進展につれて需要が急増し，製鉄技
術の発達が促進されて， 19 世紀初頭には溶鉱炉
-錬鉄工場-圧延工場の大規模な一貫経営が成
立し，鉄の囲内自給が達成され，石炭産業でも，
採炭作業はなお手堀りであったとはいえ，蒸気
機関による排水・通風・巻揚げの技術が成立し，
またとくに運河・鉄道建設にともなう新興炭坑
の開発によって出炭量が急増した。さらに機械
工業では，ネジ切旋盤と平削盤の発明によって，
工作機械の技術体系が完成し，大工業はみずか
らの機械を機械によって生産することが可能と
なった(具体的には， Scotland 地方の Glasgow ，
Englad に属 する Newcastl ，Manchestr ， 
Le eds ， She 血eld ，Birngham ， Cardi 旺などの
都市がその中心地だった)。
③このようにイギリス産業革命は，まず最も
大衆的で大量生産が可能な衣料生産部門たる綿
工業の変革を起点として，連鎖反応的に製鉄
業・石炭産業や機械工業などの諸部門に波及し，
こうして生産手段生産部門と消費資料生産部門
の 2部門分割によって総括される社会的総資本
の再生産軌道が確立されたのである。この過程
は同時にまた，農業革命による〈農民からの土
地収奪〉とあいまって，彪大な産業予備軍を生
み出し，本格的な資本制的蓄積の段階に適合的
な労働力の再生産のメカニズム，すなわち資本
制的人口法則をも成立せしめた。最初の周期
的・全般的過剰生産恐慌であった1825 年恐慌は，
このようなイギリス産業資本の全機構的な確立
を告げる総括的指標であった。
ill) その他の国々の産業革命
イギリス産業革命を歴史的前提として，相次
いで産業革命が遂行された O
主要諸国の産業革命のおよその時期は，
イ)フランスでは， 180 年代，本格的は1830
年代 ( 7 月王制成立) -60 年代
ロ) ドイツでは， 1834 年(関税同盟成立)
-71 年(帝国統一)
ハ)アメリカでは， 1820 年代-60 年代(南
北戦争)
ニ)ロシアでは， 186 年(農奴解放) -90 
年代
一般にこれら諸国の産業革命は， <世界の工
場〉イギリスからの競争=側圧，さらに 19 世紀
末には世界市場の決定的激化という世界史的条
件のもとで展開され，また各国特有の土地所有
形態によって規定されていた。それゆえこれら
諸国では，産業革命が明確な一時代として自生
的に展開する余地は少なく，多かれ少なかれ国
家の保護政策の下で推進され，各国特有の歪み
と奇形化した再生産構造をもって独自の資本主
義社会が形成されていった o (井上巽『大月経
済学辞典，Do
b) r近代化」と「産業化」について
「近代化 (modernization) J とは，伝統的社
会(低開発国も含めて近代化以前の諸社会)の体
制を支える諸制度が解体され，そこから近代社
会が形成されていく過程をさす。いわゆる西欧
諸国の近代化過程にみられたような「封建制か
ら資本主義への移行を勿論含むが，その意味内
容は広い。「産業化Ci ndustralization) J という
語は，産業諸部門がしだいに営利企業(ビジネ
ス)あるいは経営として営まれるようになって
日本における産業革命の展開
いく過程をさす。さしあたり社会体制と直接に
かかわりのある現象ではなく，個別的な生産活
動が営利企業あるいは経営の性格を帯び，その
営みの規模を拡大するばかりでなく，そうした
現象がさまざまな産業諸部門にひろがっていく
過程を意味する(以上は， r大塚久雄著作集』第 4
巻， 273 頁以下)。
c) 19 世紀末大不況下での「後進資本主義」と
しての日本資本主義の確立過程
日本の産業革命の展開過程は，日清・日露両
戦争を通じて，いわば世界史的には， 19 世紀末
の大不況期に実現してゆくが，周知のように，
国際的にみれば，イギリスはすでに産業革命を
経て世界資本主義の波頭に立ちつづけてきた。
〈世界の工場〉といわれ，国際金融の中心でも
あった。このような国際的地位はイギリスの資
本主義それ自体が，もっとも典型に近い「先進
資本主義」という姿を与えられることとなった。
このことは，世界経済における諸国民経済の絡
み合いのなかで，後進諸国(ないしは諸地域)
における資本主義のあり方に大きい影響を及ぼ
し，一定の“ひずみ"を与えることにならざる
をえない。けれども，またそのばあい，そうし
た“ひずみ"がどのような形のものに帰結して
いくかは，むしろ後進諸国(ないしは諸地域)
の内部事情の如何によって，決定され，左右さ
れることになる O
これを「産業構造」の観点からすれば，
① 披行構造型:帝政ドイツ・旧日本・イタリ
ア・帝政ロシアなど
これらの国々は，先進諸国(就中，イギリス)
から，資金・機械などを輸入し，それによって，
産業化の進展を図らねばならず，素材的に非自
立的な産業構造が形成されることとなった。こ
の点は，後に詳述する。
② 国民経済欠如型あるいはオランダ型:商人
的都市貴族，中継貿易商人層の利害。
③ 低開発国型あるいはモノカルチァー型:旧
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インドネシア，ブラジルの甘煎プランテーシ
ヨン，アメリカ合衆国南部における棉花生産
の奴隷経営など(以上， r大塚久雄著作集』第1
巻， ["後進資本主義とその諸類型 J 23 頁以下)0
これら含め詳しくは後述する。
d) 戦前における「日本資本主義論争」と第二
次世界大戦後の“Dob ・Swezy 論争"
①日本資本主義論争
まず，戦略論争として出発したが，すでに，
「ロシア革命」後の192 年にコミンテルン日本
支部として非合法下で創立された日本共産党は，
最初の「綱領的文書」である r27 年テーゼ」に
おいて，革命の戦略的展望を〈ブルジョワ民主
主義革命から社会主義革命への急速なる転化〉
というこ段階革命と規定した。これに対して党
の創立メンバーでもあった堺利彦・山川均・猪
俣津南雄らが，同27 年に雑誌『労農』を発刊し
て社会主義一段階革命論の立場からこれを批判
したのが論争の発端である。堺らは党を除名さ
れたが，党は側はその後， r31 年政治テーゼ草
案」で一段階革命論に修正しかけたものの，翌
年に採択された r32 年テーゼ」では，あらため
てく社会主義革命への強行的転化の傾向をもっ
ブルジョワ民主主義革命〉と 2段階革命路線を
再確認した。両者の実践上の争点は，天皇制と
の闘争の戦略的位置づけをめぐるものであった。
しかし，マルクス主義=科学的社会主義の世
界では，実践上・イデオロギー上の論争は，そ
の根拠としての社会科学的認識をめぐる論争に
転化する。
かくて，戦前193 年から 1936 年頃までのあい
だに，周知の『日本資本主義発達史講座・全 7
巻j (岩波書庖， 1932-- 3年)の執筆者，とくに
その中心となった山田盛太郎，平野義太郎，小
林良正らのいわゆる講座派の論者と，向坂逸郎，
櫛田民蔵，猪俣津南雄らいわゆる労農派の論者
とのあいだで，日本資本主義の分析方法，地主
的土地所有の性質などをめぐっておこなわれた
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論争をさす。この論争は， rマルクス主義学派」
の中の論争ではなく，マルクス主義理論と社会
民主主義理論との論争であることに注意したい。
ここでの論点は，前者(野呂，平野，山田ら)
が国家権力=天皇制は「半封建的地主的土地所
有を階級的基礎とする絶対主義国家」であり，
したがって日本の革命は，まず天皇制絶対主義
を打倒するブルジョワ民主主義革命として始ま
り，そののちプロレタリア革命に転化するとい
う2段階革命戦略を主張していたのに対して，
後者は日本ではブルジョアジーの政治的経済的
支配が確立し，絶対専制勢力はその固有の物質
的基礎を失った封建遺制にすぎず，したがって
ただちにプロレタリア革命としてはじまるとい
う1段階革命戦略を主張したところにあった。
この論点は，その後 (32 年テーゼ〉が天皇制
は半封建的地主と独占ブルジョアジーとを階級
的基礎とする絶対主義国家で、あったと明確に規
定したことによってかなり明白となったが，猪
俣らは，なおその主張を捨てることはなかった。
この (32 年テーゼ〉が日本で翻訳・公表された
のは1932 年 7 月であったが，上述の『日本資本
主義発達史講座』はすでにそれ以前に野呂栄太
郎のもとに刊行されはじめていた。この『講座』
の主要な執筆者の見解は，天皇制国家の絶対主
義的性質，その階級的基礎としての半封建的地
主的土地所有などの点においてく32 年テー ゼ〉
の論旨とほぼ合致していたので，講座派は (32
年テーゼ〉を支持・擁護する意義をもった。こ
れにたいして労農派は (32 年テーゼ〉に反対す
る立場から，講座派の論著に批判を加えた。か
くてこの論争は，単なる学問上の論争にとどま
らず，政治的意味を帯びてはげしく展開される
こととなったのである。
この論争の主要な論点は，
イ)地主的土地所有が半封建的性質をもち，地
主が小作人から搾取する小作料は高額で現物
形態であることから本質的に封建地代である
と強く主張する講座派の見解にたいして，土
地が商品化し，地主と小作人の関係は契約に
もとづくもので， <経済外強制〉は存在しな
いから，小作料は封建地代ではなく前資本主
義地代であり，地主的土地所有は半封建的で
はなく近代的であるとする労農派の見解との
対立にあった。
ロ) ~講座』の代表的執筆者の一人であった山
回盛太郎が，その著書『日本資本主義分析』
(岩波書庖， 1934) で提示した，日本資本主義
の〈軍事的半農奴的型制〉がその生涯を規定
するという把握にたいして，向坂逸郎を先頭
とする労農派が，山田の日本主義論は〈型制〉
を固定化していて発展をみないものだと批判
した点で、ある O
そのほか論点は多岐にわたって展開された
が，全般的にいえば，
講座派が一般理論をふまえながら具体的分
析を試みたのにたいして，労農派は一般の中
に特殊を埋没させた抽象的な公式論に終始し，
具体的分析を欠いでいた，といえよう o 1936 
年には講座派が，ついで37--38 年には労農派
が治安維持法によって弾圧されたため，この
論争は中断・消滅することとなった (r 大月
経済学辞典j 744~745頁) 0 
②“Dob-Swezy 論争"
イギリス・ケンブリッジ大学の M. Dob が
『資本主義発展の研究』を1946 年に著わしたが，
これに対し，アメリカの社会科学関係の雑誌
~Science & Society j の編集者で在野の P. M. 
Swezy が批判を展開， r封建制から資本主義へ
の移行」をめぐり論争が始まった。これに，東
大社会科学研究所の高橋幸八郎(フランス・市
民革命の研究者)が論争に参加したのである。
ところで，この論争の基点となった，さきの
ドップの (M. Dob) ~資本主義発展の研究』
は，第二次世界大戦直後に出版されたマルクス
主義の立場からする資本主義発展の歴史分析と
しては，ヨーロッパの学界に異常な衝撃をあえ
たといわれているが，すでに前述した「日本資
日本における産業革命の展開
本主義論争(または，封建論争 )J を経験し，
とくに大塚久雄の打ち立てた西洋経済史研究
(普通「大塚史学」といわれている)を学界の
共有財産としてもっている日本の学界にとって
は，研究水準という意味では，それがとくに新
しいものを含んで、いるというよりも，むしろポ
スト・フェストウムにいわば追認されているよ
うものであるとの印象を拭いきれなかったとい
われている O
a) 山田盛太郎『日本資本主義分析j (岩波書
庖， 1934 年刊)
この「文庫版J (197 年刊) r解説」では，上
記の「日本資本主義論争」の中での本書成立事
情を語っている O すなわち， rこの書物は三つ
の編からできているが，各編のもとの論稿はい
ずれも，著者の参画した『日本資本主義発達史
講座j (昭和 7 年 5 月 ~8 年 8 月，岩波書庖刊)の
進行にあわせ，著者に割りふられた各主題に応
じて，それぞれ独立稿の体裁で同『講座』に三
回に分けて発表されたものである O ……ちょう
ど，大恐慌と満州事変という，日本の「近代」
史にあの運命的な転換をしるすこととなる激動
のさなかのことである。僅かに保たれていた「自
由」と正気のカケラさえ押し潰してゆく，あの
暴圧と狂乱の時代への転換期のことであった
(ちなみに，本書の著者も『講座』のはじまる
二年まえに，その本拠であった大学を追われて
いた)。当の『講座』を組んだのは，暴圧の身
に迫るのに抗し，激動の時代のうちに科学を担
うものの使命を見てとった，当時なお少壮とも
みられる科学者たちの一団であった(そのこと
は，編集陣に名を連ねた大塚金之助・野呂栄太
郎・平野義太郎・山田盛太郎という顔ぶれから
だけでも伺えよう) ，かれらは， ~講座』に拠り
つつ(当時のこの人たちの身辺から推して，そ
れはもはや己が生存自体の「証し」という意味
でもあったろうが)，この国の歴史に「変革の
科学」の礎をおき，そこに不滅の文字を刻むこ
とになるのであって(いわゆる「講座派」マル
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クス主義の成立と「資本主義論争」の開始)， 
じじっそれは，逆説めくが，そうした歴史的時
機だけが，またそうした「限界状況」と若さだ
けが，産みだしえたにちがいない，ひとつの記
念碑的事業として，永く今日に記憶されている。
本書は，そうした『講座』への発表論稿を， w講
座j 完了後，あらためて著者本来の観点にてら
して「改題」し， ，一個の統一に付す」かたち
で，世に関われた。著者37 歳の早春のことであ
った。
b) 回想
私的なことだが，以下若干感想を付記してお
きたい。
たしか，昭和42 (1 967) 年 3月14 日，当時私
が勤めていた専修大学で，年度最後の教授会が
聞かれた。かつての『日本資本主義発達史講座』
以来の盟友ともいうべき小林良正先生 (W 日本
産業の構成』の著書あり)との約束で，戦後再
び東京大学経済学部に迎えられた山田盛太郎先
生が，昭和32 年慣例により「定年 (60 歳)J を
迎え，直ちに専修大学に移られ，再ぴ70 歳の定
年をむかえられたのである。幸運にも，同じ小
林良正先生の推薦で， ，ポス・ドク」から解放
された私は，幸運にもその教授会の末席につら
なることが出来，以下のような，山田盛太郎先
生の「お別れの言葉」を拝聴することができた
のである O
最近，正岡子規の展覧会を見に行かれた先生
は，子規が35 歳で亡くなったのは，丁度私の70
歳の半分だと前置きされながら
「私は，昭和 5年，東大を離れ，その後， w再
生産過程表式分析序論j (昭和 6年)と『日本資
本主義分析』とをまとめた。しかし，昭和10 年
頃より研究の自由も全く失われ，爾来私は思想
家として生きることをやめて，恰も海の底深く
住む深海魚のように生きざるをえなかった。敗
戦の結果，おもわずも東大に復帰し，再び海面
に浮かび、上がった感がする。戦後は，農地改革
の問題に取組んで、きたが，昭和32 年度よりの専
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修大学在職中の10 年間は，日本資本主義の戦後
段階の研究に集中してきた。それは私にとって，
戦前におこなった本来のテーマに再び、立ち戻っ
たことを意味し，その点で，この10 年間はまこ
とに幸福であった」と O
「思想家として生きる」ことの意味， I天皇制
国家権力の重さ」とそれに対して「深海魚のよ
うに生きる」ことの意味もまた明白で、あろう O
ところで，難解をもって知られる，この『日
本資本主義分析』の解説版ともいうべき『資本
主義構造論j (東大経済学部における山田盛太郎先
生の昭和32 年秋から翌春にかけての「特殊講義=最
終講義J，小林賢斎編， 201 年，日本経済評論社刊)
が刊行されており，のちに解説する。
c) ，開国」・「開港」をめぐる日中両国の対応
19 世紀末に「開国J. ，開港」を先進資本主義
諸国から強制された日中両国の聞には，その歴
史的条件に応じて大きな差異が存在した。
たとえば，横浜と上海は， 19 世紀中頃に結ん
だ条約に基づいて開港し，それを根拠として外
国人居留地を形成し，それが後の都市発展の核
となった「開港都市」である点において類似の
歴史的経過を辿っている O 同じ，SetlementJ
と通称されたが横浜では「居留地」と称し，上
海では「租界」と呼んだ。呼称の違い以上に，
両者の政治経済的な性格は大きく異なっている。
第一に， ，開港」および居留地の法的根拠と
なった条約の締結相手国，条約の発生根拠，な
らびに条約の性格の諸問題である。「開港都市」
の都市形成史を解明するための鍵は，まずこれ
ら初発の条約の持つ基本的な性格を分析するこ
とにあるO 中国は，南京条約(1 842 年8月29 日)
および虎門築追加条約(1 843 年10 月 8 日)など戦
争に負けた結果の「敗戦条約」に依り開港，そ
れに基づき下位の協定・章程などが結ぼれたが，
日本は初発の日米和親条約(1 854 年3月31 日)以
来話合いによる「交渉条約」によって開国・開
港，ここに両者間の大きな差異が生まれたので
ある。
第二が，二つの開港都市における貿易の問題
である O 開港を求めた諸列強の最大の目的は貿
易にあったが，上海・横浜について貿易上の価
値をどう考え，いかなる商品が扱われたか，居
留民の構成はどうか，また税関行政権にどう関
与したかなどの問題である O 中国の五港(慶門・
ニンポウ
福ナト|・寧波・揚子江・広 j、1'1)開港は，アヘン戦
争の結果である。アヘンは，たんなるー貿易商
品にとどまらず r19 世紀アジア三角貿易」を構
成し，かっ産地である植民地インドの重要な財
源であった O 南京条約では，アヘン条項がなく，
「公然たる密輸」状況を招来し，戦勝国イギリ
スは，いっそう大量のアヘンを中国へ輸出，上
海をアヘン密輸の最大基地と位置づけたのであ
るO やがて太平天国の内乱期 (1850-64) に
は，清朝の海関(=税関)が機能しないことを
理由に， 1854 年いらい外国人側が税関行政権を
掌握した。
一方，日本は鎖国政策により， r19 世紀アジ
ア三角貿易」とは無縁であった上に，横浜開港
を決めた日米修好通商条約 (185 年7 月29 日，以
後，日I菊・日露・日英・日仏，修好通商条約調印)
において「アヘン禁輸」が明示され，密輸は存
在しなかった。貿易商品は，条約締結時のアメ
リカ側の期待とは別に，日本からの生糸輸出が
主流となったのである O また税関行政は幕府が
神奈川奉行下に税関(運上所)を置いて管理さ
れたのである O
第三が，初期の都市基盤の投資主体の問題な
らびに居留地の範囲とその運営などの制度・財
源(資金源)などの問題である o r開港都市」
は新開地に形成されるため，その都市基盤への
初期の投資主体が，私人であれ法人であれ政府
であれ，投資に見合った独自の「権利」を主張
する(具体的には，当時の横浜開港記念館編「横浜
外国人居留地」有隣堂.J 198 年刊，の写真・絵図・
記録などを参照)。
上海では，清朝政府も，上海道台(=地方官)
も租界建設に無関心であったため，外国人居留
日本における産業革命の展開
民がみずからの組織をつくり，資金を集めて埠
頭や橋の建設に着手，それがやがて1854 年の工
部局に発展した。他方の横浜は，通商条約で開
港が決まると，すぐに幕府が横浜村‘の「上地=
あげち(幕府の没収地 )J をして住民を移転さ
せるとともに，整備資金 9 万両を出して整地を
開始し，翌年1859 年 7 月 1 日の開港までには，
地割り(区画と道路の整備)を終え，外国人居
留民の到着を待った。居留民はみずからの資金
で基盤投資をする必要がほとんどなく，幕府が
地主として外国人に土地を賃貸し，居留させる
準備をすべて事前に整えていたのである(!r横
浜と上海』共同編集委員会編， r横浜と上海J横浜開
港資料館編， 195 年刊J)o
おそらくこの事実をもってしでも，両国のそ
の後の政治的経済的発展に大きな影響を及ぼし
たことは間違いないであろう o この点，欧米先
進資本主義による中国侵略について，羽仁五郎
の「東洋における資本主義の形成J (r 明治維新
史研究』岩波文庫， 1978 年刊， 51 頁以下を参照)の
指摘をみよ O
2 )明治維新と殖産興業政策の展開
a) 地主制研究の動向
ところで，前述したように，戦前の「日本資
本主義論争」以来，明治維新の性格規定につい
ては，半封建的な「絶対主義国家」と見倣す考
え方が多数だと見倣してよいであろう O
たとえば，第二次世界大戦後のいわゆる「戦
後改革」の一つである「農地改革J (逆説的な
表現だが)それ自体が，戦前来の「地主制」の
存在→廃棄を意味していたのであるが，日本に
おける戦後の「地主制史研究J を主導された古
島敏雄氏は，次のような事実から研究を出発さ
せたといわれる。
戦前来， r原始・古墳時代」以降の農業(技
術)史に専念されてきた古島敏雄氏が，敗戦後
三年間，研究・教育の余暇を盗んで農村を歩き
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回った印象は， I法令から理解される建前上の
農地改革ではなく，現に実施された農地改革に
ついて，その特質と改革の対象となった地主制
の実態」を解明しようと思い立つに至ったので
ある。この農地改革に対して「地主制を代表し
て最も強く抵抗している層は，不在大地主では
なく，中小の在村耕作地主であり，彼らの村落
内での地位は，改革にも拘らず依然として保持
されていること，したがって，不在大地主を頂
点、とする地主制という構図は，少なくとも改革
時点では，見直さねばならぬものとなっている」
ことを指摘されたのである O
さらにこの論点、は，かかる問題意識を持った
古島敏雄氏が，近世史家として当時の日本の歴
史学界に直面したとき，おのずから生じてきた
ものともいえよう O
戦前来，天皇制権力に覆い隠されてはいたが，
わが国の歴史にも民主的な潮流が一貫して流れ
ていたことを検出して，戦後社会発展の展望に
結びつけようとしたこと，それは当然のこと「農
村におけるブルジョア的発展」の検出にあった
といえよう O
以後古島氏は，当時の乏しい研究費と苦しい
研究環境のなかで，若い研究者たちと優れた共
同研究の成果を発表してゆく O 長野県上高井郡
豊洲村(現須坂市)相之島，山梨県南都留郡忍
野村忍草に続いて，京都府乙訓郡久我村，さら
に大阪府布施市・中河内郡三野郷村を対象とし
たのである O
しかも，この京都府や大阪府での「ブルジョ
ア的発展」の究明こそ，戦前来，将来を嘱望さ
れながら，惜しくもアジア太平洋戦争敗戦直後
に，フィリピンの山岳地帯に逝った故戸谷敏之
氏が提唱した「摂津型」農業の検出・検証(戦
後旧友たちの手で『近陛農業経営史論J にまとめら
れ， 1949 年，日本評論社刊)にあったといってよ
し=。
しかし調査結果は， I摂津型」の確認を目指
した古島氏たちの調査目的からも異なった結果
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となったのである。そして「現実の村役人層の
家は，村方地主的側面と地主としての側面とを
併有し，・…・・村役人としては残存する耕地外生
産手段の共同的利用を通じて村落的秩序の掌握
者であるが，地主としての本質は領主権と結び
ついた前期的資本たることにおいていた」ので
ある O それを「先には領主権力，後には国家権
力と結びついて，全剰余部分を収奪する前期的
資本の土地所有と規定し，領主の年貢取分の固
定という条件一この下で生産力上昇分をすべて
地主が取得するーを明治以降に51 継いだ政治措
置が地租改正にほかならない。……このような
性格の法認は旧領主層の年貢取分を固定的な地
租として国家の手に収めさせる地租改正を待っ
て後のことであるJ (古島敏雄編著『寄生地主制の
生成と展開H 岩波書庖， 1952 年刊，古島敏雄・ 永
原慶二著『商品生産と寄生地主制』東京大学出版
会， 1954 年刊，及び『古島敏雄著作集』第八巻，東
京大学出版会， 1983 年刊。なお，丹羽邦男氏による
「解説」も参照)。
さらに，古島敏雄氏が不慮の事故で亡くなら
れる直前の「聴取り J (r 日本歴史』第567 号， 195 
年8月号)では， I農業史研究の軌跡と課題」と
して，多産的な研究活動の跡を語られているが，
地主的土地所有について「前期的資本の土地所
有と……は，生産者の生産追求といったような
動機の土地所有ではなく，とにかく自分自身が
関与しないで、，定額のものをとっていこうとす
るような行動。手に入った貨幣は土地所有の拡
大にあてるだけでなく，むしろ違った方面で商
業資本として，あるいは高利貸資本として行動
するような経済の行動に即応する土地所有」と
規定され，明言されている。私は，これが半封
建的土地所有の実態であり，絶対主義的な明治
政権の基盤であったと考える(この点は，後述す
る拙稿「政商資本の形成J (橋西光速編『日本経済史
大系J 5 近代上東京大学出版会， 1965 年刊)
も参照)0
b) 幕藩領主制の解体と明治新政権の性格
「藩制改革」布告(明治 3 年 9 月)に前後し
た時期，勤王諸藩の多くはいずれも独自な形で
藩政改革を行い，家臣団秩序，軍事力の再編，
禄制の改革等によって自己の体制を固めようと
した。たとえば， r帰国法」・「家産法」などが
それである O 前者は，弘前・相馬中村・尾張・
苗木・母:里・膳所等の諸藩で，後者は，主に土
佐・長州、比いった西南雄藩のほか米沢・彦根両
藩などで問題となった。
以上のような，藩政改革による藩制の再編と
そのなかにあらわれてきた領主層のなしくずし
的な私的所有権への移行企図という領主層の，
地主的土地保有の展開に対応した動きを領主権
もろとも一挙に廃棄したのが廃藩置県とその後
の一連の施策・処置であった O
イ)廃藩置県の必然性
慶応 3 (1867) 年12 月 9 日，薩摩藩 1万の在
京兵力を背景にして断行された王政復古の挙に
よって発足した「明治政府」は，翌年 1月の鳥
羽伏見の戦，戊辰戦争での勝利，さらに明治 2
(1869) 年 6 月の版籍奉還を経て，次第に中央統
一政府としての諸藩に対する支配・統制をあら
わにしてくる O 以上の過程で，当初，薩長の武
力倒幕藩によって諸藩連合政権として擁立され
た「明治政府」は，そのわずか数年後には，逆
にこれら雄藩の存在を-旧佐幕藩以上に-厄介
なものに感ずるようになってきたといわれる O
さらに，金札引替・贋金流通などをめぐる外
国公使らからの不満・非難への対外交渉も依然
難航を極めていた。この間，一掃された諸侯・
公卿らに代わって，大久保利通・木戸孝允・大
隈重信・井上馨・西郷隆盛・板垣退助等々が枢
要なポストを占めてゆく。しかも，以後矢継早
にだされる土地・経済・金融・兵制，さらには
学制といった，あらゆる面で出される重要な諸
法令は，いずれも領主権を根底から崩してゆく
ものであった O すなわち，同 4 年 9 月「田畑勝
手作」許可，ついで 5年 2月「土地永代売買解
日本における産業革命の展開
禁」・その売買地への「地券交付J，そしてこの
月，これらを裏打ちする，旧領主層の「禄券法・
帰田法」実施に対する中止令，さらには 5 ヶ月
後，一般の農民保有地への「地券交付J， 6年
1 月地券に私的所有の内容を確定するための
「質入書入規則」の公布など，最後の仕上げと
して 6年 7 月には「地租改正条例」を発布した。
これらは，旧来の農商の「所持地」に私的所有
権を認め，前述した領主権の私的所有への移行
を阻止する意義をもち， r領主権廃棄」への措
置のー側面を形成するものであり，他の側面は，
各藩の掌握する，家臣団および農商身分の中か
ら募集した傭兵からなる「軍隊の解散」と，中
央政府の下に統括され，領主家臣団の反乱を抑
えうる新軍事力の創設，すなわち「徴兵令」発
布 ( 5年1 月)によって，完全に職を解かれた
諸藩家臣団の， r家禄有償償却」による解散( 9 
年 8 月， r金録公債証書発行条例」発布)も実
現する O これら一連の措置に対する旧領主家臣
団の武力反乱を，翌日年西南の役の勝利によっ
て弾圧し終えたとき，明治政府による領主権の
完全な廃棄がなし遂げられたということができ
ょう o (丹羽邦男「明治維新と地租改正 J (古島敏雄
編『日本地主制史研究』岩波書庖， 1958 年刊，第六
章，ほか)。
ロ)明治新政権の政策基調
i )地租改正とその実施過程
まず， r地租改正法」関係の基本的諸法令を
議定したのは，明治 6 年4 月----5 月にかけて東
京の府県出張所で聞かれた大蔵省招集の「地方
官会同」であった。内密におこわれ，在京の各
府県判任官の「傍聴」も不許可だったという。
だが，この会同の持った客観的意義はきわめて
大きかった。というのは，それは実に，廃藩置
県以後において，全国に配置された府知事県令
たちが一堂に会し，所管内の行政事務のみなら
ず，一般国政上の重要問題を論議した最初のも
のだったのである O 議員たちが完全な立法機関
たることを目途として自由に議題を提示し意見
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を主張した点では，ただ一回きりの，すなわち
最初で最後のものともいえるだろう O 全国にわ
たる地方官の配置は 4 年1 月の第一回府県編合
にはじまる O したがって，この会同に列した地
方官たちは，ほぽ一年あまりの施政経験を経て
いる。その問，彼らは，藩機構の解体と府県庁
の創設，県治下部機構の整備(郡政改革) ，戸
籍法の施行，地券発行等の歴史的諸事業を行な
い，その他貢租の徴収や学校，勧業，土木その
他の民政事務にたずさわって来た。だが，この
時中央政府では，秩禄，地租等をはじめとして，
基本的国策に属する問題の処理方針がまだ確立
していない。他面，地方においては，県治条例
が草々の制定で改善すべきものも多く，地方官
は中央の方針を十分に体得しがたく旧藩の宿弊
も完全にはぬけず，バランスのとれない政治を
やっている。集中統治についてのあらゆる大問
題が目前につみ重なった状況で、あった。これら
においても，やや体制の整備した第一団地方官
会議(明治 8 0875J 年 6 月)以降のものとは，
根本的に事情をことにする(福島正夫『地租改正
の研究J 増訂版，有斐閣， 1970 年刊， 1補遺J 647 頁
以下)。
つぎに，地租改正の実施過程(明治 6年~明
治14 年)に即して， r地租金納化」のもつ意義
につき，“検査例"を素材に検討してみよう。
反当 1石6斗の場合 (1 検査例」第二則=小作地)
地 租 4.08 斗 34%
小作人は(物納) 地主は貨幣で
村入費 1 . 36 1.08 石現物で地主へ(金納)
地主取米 5.4 34% ....・ H ・.2 対
小作取米 2.72 17% ...・ H ・.. 1 
種籾・肥料 2.40 15% 
決定されると，以後基準となり，この関係が固
定化されていき，土地が投資の対象ともなり，
この関係は不動のものになってゆく o 1反で 1
石の小作料がとれるとなると，例えば，三菱が
新潟で千町歩の土地を買い集めるが，それは三
菱もまた地主の一人として反当り 1石取れるも
のとして土地を購入したことになる。③地主取
米と小作取米の割合が 2対 1であるから，それ
だけでも地主は寄生化する。④そこで小作争議
がおびただしく生じる。しかしこのような関係
が打ち砕かれなかったのは，近代国家として発
足いていくための財政的基礎には，地租以外に
は財源がなかったからであり，だから絶対に，
この線を崩すことはできず，強行していったの
である O
日本の場合，地租が租税の非常に大きな部分
である O ロシアでも，数%なのに，日本では， 58%
で，日本が近代資本主義国家として発足・成立
しうるか否かは，地租が確保できるかどうか，
この一点にかかっていた。それゆえ，農民騒擾，
自由民権運動等の下からの反乱や士族反乱が発
生したが，明治政府はそれらの指導者を逮捕し，
これらを覆していくことになる O この矛盾の帰
結策として，明治14 (1 81) 年，憲法制定を約
束せざるを得ないことになった。その前提とし
て府県会が聞かれ，明治23 (1 890) 年に国会が
聞かれることになる。府県会への参加資格は，
被選挙権が直接国税10 円以上の，選挙権はそれ
が 5円以上の納税者で，国会への参加資格は，
被選挙権が直接国税15 円以上の，選挙権はそれ
が10 円以上の納税者である。直接国税の圧倒的
部分が地租であるから，国会の被選挙権の直接
国税15 円以上を納める者とは，当時の地価で大
体 2 町歩(以上)の所有者にあたり，府県会の
選挙権の 5 円は同じく 7 反を持つ者ということ
ここでは，①地租・村入費，地主取米までは， になり，このような土地所有者にのみ選挙権が
現物で小作人が地主に納め，地主はその中から 与えられることとなった。また欽定憲法ととも
地租等を貨幣で納める O そこで地主は価格関係 に皇室典範が制定された(前掲，小林賢斎編『資
を通じても利益を得ることができる O ②これが 本主義構造論j 80-2 頁，なお最近の「女帝」問題
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にもふれた，奥平康弘『高世一系の研究』岩波書
庖， 205 年刊も参照)。
日) r岩倉使節団」と米欧回覧
ところで，これより早く，明治 4 (187 1)年
1 月12 日，岩倉使節団は，横浜からアメリカ・
サンフランシスコを目指して日本をあとにした O
そして，アメリカ，イギリス，フランス，ベル
ギー，オランダ， ドイツ，ロシア，デンマーク，
スウェーデン，イタリア，オーストリア，スイ
スの十二カ国を回覧し，明治 6 (1873) 年 9 月
13 日，ふたたび、横浜へ帰ってきたのである O 横
浜出航時の総勢は46 名，右大臣岩倉具視を特命
全権大使とし，副使は，参議木戸孝允，大蔵卿
大久保利通，工部大輔伊藤博文，外務少輔山口
尚芳であった O そもそも幕末維新期における，
最大にしてもっとも質が高い，そして最後の遣
外使節団の使命なり，目的はいったい何であっ
たのであろうか。
この使節団の目的は大きく分けて三つあった。
イ)条約諦盟国を歴訪して各国の元首に国
書を捧呈し，聴聞の礼をとること
ロ)条約改正の暫時延期を含めて改正打診
の予備交渉をすること
ハ)欧米先進諸国の制度・文物を調査・研
究すること
なお，先走っていっておけば，イ)は実行さ
れたが，ロ)の問題は，最初の訪問国アメリカ
で失敗し，以後はほんの打診程度にとどまった。
したがって結局，岩倉使節団の最大の課題は，
ハ)の問題となったのである O
かくて，出発前の1 月 4 日， r遣外国使祭」
が神祇省で行われた後，岩倉らは参朝して天
皇・皇后に謁見して勅語を下賜された。越えて
6 日，三条実美邸で送別の宴がはられた O その
時の三条の「送別の辞」は，この岩倉使節団の
使命を高らかに誼いあげている O
「外国ノ交際ハ国ノ安危ニ関シ、使節ノ能否
ハ国ノ栄辱ニ係ル、今ヤ大政維新、海外各国ト
並立ヲ図ル時ニ方リ、使命ヲ絶域万里ニ奉ス、
日本における産業革命の展開
外交内冶前途ノ大業、其成其否、実ニ此挙ニ在
リ、量大任ニアラスヤ、大使天然ノ英資ヲ抱キ、
中興ノ元勲タリ、所属諸卿皆国家ノ柱石、而テ
所率ノ官員、亦是一時ノ俊秀、各欽旨ヲ奉シ、
同心協力、以テ其職ヲ尽ス、我其必ス奏功ノ遠
カラサルヲ知ル、行ケヤ海ニ火輪ヲ転ジ、陸ニ
汽車ヲ賑ラシ、万里馳駆、英名ヲ四方ニ宣揚シ、
無レ悲帰朝ヲ祈ルJ (W 岩倉公実記』中巻)。
それにしても，この時点はまだ政府大官の暗
殺，脱籍浮浪人達の横行，各地での農民一撲の
頻発など，明治政府と旧領主層との対立抗争も
激しさを増していた O このような状況にも拘ら
ず，岩倉使節団が米欧各国の歴訪に十ヶ月半と
いう予定(実際には約一年十ヶ月となる)で日
本を後にしたのは，前述したような政治的意図
とともに，これくらいの期間ならば，いわゆる
「留守政府」は，西郷・板垣らで処理できると
思っていたこともさることながら，いまやこの
目で米欧諸国の実態を見，国際社会の現実を潜
りぬけることを通して， r万国対l時J に向けて
近代国家の基礎固めをすることが，喫緊至上の
課題として意識されていたからである O そして，
岩倉使節団のメンバー46 名，随従者18 名，留学
生43 名，計107 名が同船してアメリカへと発っ
たのである O いわば，明治政府の薩長藩閥実力
者をトップにして，幕末以来の国際的な経験や
西欧文化について蓄積を持った旧幕臣はじめ有
能・多彩な人材によって構成されていたのであ
るO 留学生43 名(後述の団琢磨は 14 歳)には，
華族留学生14 名，さらに異色なのは 5人の女
子留学生であろう O 北海道開拓史派遣で津田仙
(開明的農学者)の二女梅(のち梅子)は 8 歳
(のちの，津田塾大学創設者)青森県士族山川
尚江の娘捨松は12 歳(のち，日露戦争で旅 J! 慎，
奉天会戦を指揮した大山巌元帥の夫人)たちが
代表的ケースであるが，女子留学生として，昭
憲皇后から「沙汰書」を下されているのは，天
皇が留学生華族に「勅諭」を下しているのと好
一対というべきか。その詳細は，久米邦武らの
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筆になる『米欧回覧実記j (岩波文庫版，全 5冊
刊)に譲り，その歴史的意義なり，その後の影
響をみてみよう O
すでに， I留守政府」によって，内決をみて
いた西郷隆盛の遣韓大使任命の是非をめぐって
対立・抗争が繰り返されていた。政府は，西郷・
板垣・江藤らの「征韓派」と「征韓反対(内治
優先)派」に二分され，いったん遣使が決定す
るが，この閣議決定は岩倉・大久保の暗躍で覆
される。すなわち，明治天皇は，震翰の勅書を
もって岩倉の上奏(遺韓使節反対の意見書)を
いれ，遺使は中止されることとなったのであるO
その結果，同日，陸軍大将西郷隆盛が参議・近
衛都督を辞職し，ついで翌日，参議板垣退助・
同江藤新平・参議兼左院事務総裁後藤象二郎・
参議兼外務省事務総裁副島種臣がいっせいに辞
職した。このことは，①閣議の決定がそのまま
直ちに上奏されることなく，太政大臣代理岩倉
自らの意見と議事の顛末とが奏聞されたことで
あり，②内閣たる参議聞の意思統ーが大臣の調
停によっても実現できないという事態に対し，
天皇が能動的に震断を下すという形で収拾した
ことである O このことは，今後とも必要に応じ
て天皇が，国政の決定に能動的に関与してゆく
可能性を示唆したのである(吉井蒼生夫「中央権
力機構の形成J，福島正夫編『日本近代法体制の形成』
92 頁以下， 日本評論社， 1981 年干1]) 0 
かくて明治 6 (1 873) 年10 月の政変によって，
大久保利通が政府の主導権を握つてのち， 1 月
10 日に内務省が設置され(太政官達で，省順位
は外務省が第一位で，大蔵省は次位)大久保は
自ら内務卿に就任した。そして翌 7年 1月 9 日
に，省機構は，勧業・警保(以上一等寮) ，戸
籍・駅逓・土木・地理(以上二等寮)・測量(一
等司)の六寮一司からなることに決定した。こ
のうち，勧業・戸籍・駅逓・土木・地理の五寮
は大蔵省から，警保寮は司法省から，そして測
量司は工部省からそれぞれ移管されている O こ
のように，内務省の新設は，各省が管掌する事
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務の改編という形で行われたが，そうした外観
にもかかわらず，内務省は政府の内政を充実す
るという積極的要請から生まれたもので，内政
機構全体のかなめとして新たな内政政策を推進
する中枢機関となってゆく O かかる内務省の設
置に伴う行政改革により，大蔵省は財政部門を，
工部省は重工業部門を，司法省は司法部門をそ
れぞれ専管することにな仏教育行政を担う文
部省に加え，ここに内政機構全体が整備される
こととなった。さきの省機構が決定した日に，
「内務省職制及事務章程」が達せられ，省務が
開始された( 1月 4 日に各府県に通達)。この
二寮(勧業寮・警保寮)が中心になって初期資
本主義の育成，並びに警察制度の近代化が図ら
れてゆく。かかる二部門を内務省が一手に掌握
したことは，今後政府の推し進める政策に反対
する者は，治安を乱す者として積極的に取締ま
ることを示唆した。かかる「大久保政権の成立」
は，国政の決定に内務省すなわち官僚ないし官
僚制の果たす役割が一段と比重を増したことを
物語っていたのである。以後政府は，内外にわ
たり厳しい政治情勢に直面した。続いて，内務
省所属の東京警視庁が創設された O 板垣退助・
副島種臣らの「民選議院設立建白書」の左院へ
の提出を切っ掛けに，政府外にあって公然と有
司専制を批判し，民選議院設立を要求する運動
が，都市ジャーナリズムや士族結社を媒介にし
て展開されてゆく o 2月の佐賀の乱や「台湾征
討問題J，さらに 4 月には板垣退助らは，土佐
高知に立志社を創立してゆくのである。
さて大久保政権の殖産興業政策は，岩倉使節
団の「資本主義論」を前提にしていたと考えら
れ，大久保は，自らの政権を担当するに当たっ
て，内務省を創出してその卿となり，その両翼
に大蔵省(=大隈重信卿)と工部省(=伊藤博
文卿)をおいたのは，米欧回覧の成果をこの三
省体制によって殖産興業政策として実現させる
ためで、あった。政策推進の中心は大隈であった
が，大限はその殖産興業政策の目標に「農商工
の三者の併進」をおき，それらは， r対外的関
係における位置づけについての一定の認識に基
づいてなされた」といわれるが，それこそ使節
団の米欧回覧に於ける資本主義認識に対応した
ものと言われている(田中彰『岩倉使節団の歴史
的研究』岩波書庖， 20 年刊，第 l章および第 7章
参照)。
託i)殖産興業政策の展開 (r 洋務運動」との対
比)
①外圧に対する日清両国の対応と資本主義の育
成
1860 年代の日本・清国にあって，大規模な洋
式機械・造船工業の形態で，西欧の先進資本主
義生産の技術と方法が輸入されたのは，幕府支
配の再編・強化，洋務官僚による清朝権力の再
建に見られるように，いずれも支配体制の権力
補強策の一つにほかならないといわれる O こう
した「上から」の対応策は，清国における， 1839 
年以降のアヘン戦争の敗北で締結された1842 年
の「南京条約j，その後の「望慶条約(1 84 年
7 月に締結された清米五港貿易章程)j ・「黄捕
条約 (184 年10 月に締結された清仏五港貿易章
程)j と日本の「日米和親条約 (1854 年) .締結 j，
さらに「日米修好通商条約 (1858 年)締結」な
どの「不平等条約」に規定された半植民地化の
危機の下で展開されてゆく O このうち，領事裁
判権・協定税率・最恵国条款の諸条項をふくむ
日米修好通商条約下で，幕末期日本が欧米諸列
強により，いかなるかたちで半植民地化の危機
にあったかは周知のとおりである O 内政干渉の
危機，行政・警察権を奪われた横浜その他での
居留地の設定など
かかる「外圧」に対して軍事力強化のために，
西欧の洋式機械・造船工場の建設は喫緊の課題
であり，浦賀造船所，長崎製鉄所，石川島造船
所，横須賀製鉄所などの建設が具体化し，火器
製造工場たる関口製作場などもつくられた。
これに対し，初期の洋務運動では， r官弁J
の形態をとったが，李鴻章らによる江南製造総
日本における産業革命の展開
局，左宗栄の福建船政局，上海から南京に移さ
れた李鴻章の南京金陵機器局，崇厚の天津機器
局などがそれである。江南製造総局では，造船・
造機部門に加えて，洋書翻訳・技術者育成の学
校も併設されていた点に留意したい。しかし，
日清戦争敗北の清国は， r下関条約」を強制的
に締結させられ，日本のみならず，欧米資本主
義によって「半植民地化」が進行したことはい
うまでもない。
②勧業機構の形成と殖産興業政策
「工学開明j . r百工褒勧」をめざして明治 3
(1870) 年間10 月に開設された工部省は，岩倉
具視・大久保利通と鋭い対立を示していた大蔵
卿大隈重信によって推進され，イギリス人鉄道
建築師長 E. Morel によって建議されたものが
原案であったo この建議には，鉄道建設・道路
改修・港湾開墾・灯台設置・鉱山経営といった
構想が含まれ，イギリスからの鉄道建設資金の
借款を希望する政府にとっては，この建策は避
けられない至上の課題であった。いわば，鉄道
建設事業を推進するイギリス資本主義の明治政
府に対する要望が政府指導層間の対抗関係の中
で貫徹されていったのである O
初期官営事業の拡張に向けられた興業費の主
要な部分が，鉄道・鉱山の二部門に注ぎこまれ，
とくに鉄道部門が工部省の中心的位置におかれ
ていたのである O その鉄道部門の細目をみれば，
東京・横浜，京阪神地区の開港場を起点として
開始され， r軍事的・警察的契機」に加え，国
際的契機の角度から，世界市場への編入に対応
していたのである。新政府の鉄道管轄方式は，
「半植民地型」ともいうべきもので，新政府は
鉄道建設の主導権を確保し，一応イギリス資本
侵入の意図を阻止したが，維新期の国際的圧力
のなかで，こうした形式で鉄道敷設事業を推進
せざるをえなかったのは，なお外国勢力干渉の
危険性をもたらすもでもあったといえよう O
これにつぐのが，鉱山部門で，金銀銅を採掘
する佐渡金山・生野銀山と鉄鉱原石採取・製鉄
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所経営を行った釜石鉱山で、あって，衰退した在
来鉱山の復活・機械化をめざして，興業費が重
点配布されていたのである。佐渡・生野はとも
に幕府直轄の鉱山として稼行されていたが，江
戸時代を通じて屈指の鉱産を誇示したが，幕末
には，財政窮乏による深坑開墾資金不足や排
水・送風をめぐる技術上の障害によって休山に
近い状態であった。新政府は，両鉱山を官収し
て工部省所管とし，イギリス人技師エラスム
ス・ガワ (ーE. H. Gower) やフランス人技師
フランソワ・コワニエ (F. Coignet) の建議を
採用し，その技術能力を借りて経営を開始した
のである。「新貨鋳造」の原材料獲得という急
務がまっていたためであるO
なおここで詳述は避けるが，日本からの「海
外留学生」と並んで，いわゆる「お雇い外国人」
の明治初期に果たした役割は，極めて大きいこ
とに十分に留意しておく必要があろう (A パー
クス編，梅渓昇監訳， r近代化の推進者たち一一留学
生・お雇い外国人と明治- j 思文閣出版， 190 年
刊参照)0
さて，前述したように内務省における「殖産
興業専任のピユーロー」は勧業寮で， r勧農部
門」では，駒場農学校・内藤新宿試験場，牧畜
部門では下総牧羊場，農産加工部門では，千住
製械所・新町(絹糸)紡績所・富岡製糸所など
である O
明治11 (1 878) 年に開校した駒場農学校は，
当初外国人技師を通じてイギリス資本制生産の
農業経営方式の直輸入を意図したが，その失敗
の積重ねのうえに，プロイセン農芸化学の導入
が進められたという。ケルネル (O.Ke 出ler) ， 
フェスカ (M. Fesca) らの外国人教師の雇用の
もとで，明治期農政の指導者たちが成長し，農
業技術における自立主義的傾向が推進されてゆ
くが，かかる輸入「泰西農法」は実際の農業経
営には密着せず，いわゆる明治農業の展開には，
各地の「老農」の実践的活動にまたねばならな
かったのである。このような「在来農法」から
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の遊離は，明治初期の官営農業試験場で、あった
内藤新宿試験場(現在，新宿御苑)の場合にも
同様で、あった。
明治 5 (1 872) 年内藤頼直の邸宅を官収して
発足した内藤新宿試験場の事業内容にも明らか
で，最も重点が置かれた洋種の果樹・穀莱の試
植，その府県への配布であったが，在来種の改
良よりも，こうした洋種の無系統な直輸入は見
るべき成果を結実させず 8年後には廃止され
てしまう O 下総牧羊場の場合も，佐倉七牧を官
収して牧羊場・種畜場が聞かれ，輸入メリ一種
による牧羊事業， r模造農器J の使用による牛
耕，輸入牧草の栽植などが始められた。しかし，
ペストの流行による耕牛の病死，不適当な自
然・地理条件による牧羊増殖の失敗などで，開
場後10 年間に8 万円の欠損を計上せざるをえな
かったのである(石塚裕道「殖産興業政策の展開」
(揖西光速編『日本経済史大系 5 近代上』東大
出版会， 1965 年刊， 54 頁以下)0
明治11 (1 878) 年 5月，大久保利通は，東京
四ツ谷紀尾井坂で「有司専制J に批判的な石川
県士族に暗殺された。大久保自身，勧業政策の
危機を指摘していたが，この結果，危機克服の
ための政策担当者交替の必然性が日程にのぼっ
てきたのである。内務卿大久保の遺業を継承し
た大限重信は，前年にその危機=矛盾の解決策
を推進しようとしていた。それは，官営工場・
鉱山の払下げと農商務省の設立(明治 14 年 4 月)
で、あった。後者の農商務省設置に関わって「模
範勧奨・直接保護J から干渉主義を撤回して間
接誘導方針に転じたのである。
しかしながら，参議兼開拓使長官で、あった黒
田清隆の「払い下げ事件」に基因して「明治14
年の政変J がおこり，自由民権運動の展開にも
関連して，大限も失脚し追放される。変わって
参議松方正義が内務卿から大蔵卿に転じ，いわ
ゆる「松方財政」を展開，資本主義育成策を推
進してゆくのでるO
すでに，明治 9 (1 876) 年 5月には，和歌山
県で，さらに同年12 月には，茨城県真壁・那珂
両郡，伊勢地方で「地租改正反対」の暴動が発
生した O また翌日年の 2 月から 9 月には，旧鹿
児島藩士族層を中心とする最後の反政府士族反
乱が勃発した O 明治 6年の「征韓論の政変J 以
来，有司専制への批判・不満は充満しており，
すでに士族たちの挙兵・襲撃がおこり，明治 9
年には，神風速の乱・秋月の乱・萩の乱などの
反乱が発生した。これに対し，すでに明治10
(1 87) 年 1月には，政府は「地租を減ずる詔
書」を発布・断行せざるをえず，辛うじてこの
危機を乗り切ったのである O だが，その月末に
は，鹿児島私学校生徒たちが火薬局や鹿児島磯
の海軍造船所を占領し，大阪砲兵工廠に移送中
の兵器・弾薬を奪い，ここに西南戦争が勃発し
た。 9 月に西郷隆盛らが城山で自刃して，西商
戦争は終了したが，軍費として彪大な紙幣が発
行されており， r太政官札」の処理に加えて，
国立銀行条例改正等で紙幣価値に与える重大な
影響が生まれてくるのである O 当時の政府側の
財政観とは， r金銀貨騰貴←正貨欠乏←輸入超
過←圏内産業未振起と関税自主権の未確立」と
いう認識で，さらに「流通手段としての貨幣の
不足と貨幣資本としての貨幣の不足とを混同」
している認識は大限のみにとどまらず，ある時
期まで，政府共通の認識であったという O だか
ら囲内産業の未振起一物産の未繁殖の原因につ
いて， r産業の起らす物産の多からさる所以の
者は，他なし内国費用の財本に乏しく人民薄利
を以て其資金を得る能はさるに在り」というの
が明治10 年前後の経済状況だったのである O
だから金融窪塞を打破するために，なんらか
のかたちで，通貨増発をおこなうことは，ただ
に大|援の財政観のみによるものではなく，当時
の認識・方針ーから必然的に生じたものであり，
さらに10----11 年における政府の不換紙幣増発に
ついても楽観的であった。さらに大隈は「洋銀
相場」抑制の具体的措置として，明治12 年(1879)
年 2 月 6 日には，横浜に「洋銀取引所」を設置
日本における産業革命の展開
すべしとの伺いを提出した。これをうけて，同
月13 日に横浜の洋銀相場会所の相場取引は禁止
され，早くも 15 日には，国立第一銀行頭取渋沢
栄一，東京株式取引所頭取渋沢喜作，三井物産
会社の益田孝，大倉喜八郎らが， r株式取引所
条例」に準じて洋銀取引所設立を出願， 17 日に
は設立が許可され，翌 3月10 日に開業した。大
阪商法会議所会頭の五代友厚も「昨今洋銀の俄
かに騰貴せしは，恐らく人事の姦策より出ずる
ものの如し」と発言しており，いってみれば，
大隈の洋銀相場抑制策は，大政商たちとの連携
のもとにおこなわれたものであったといえよう
(下山三郎『近代天皇制の形成過程』第 5 章235 頁以
下，岩波書庖， 1989 年刊)0
しかし洋銀取引所開設後も洋銀相場は容易に
抑制されず，大蔵省はさらに，準備中の正貨(明
治 4 年の「新貨条例」では金貨を本位貨幣，銀
貨・銅貨を補助貨幣とした)を利用して， 12 年
5月には銀貨約30 万円を売り出したが，銀貨
相場の下落を抑えることは出来なかった。
その後も開港場などでも洋銀が勢力をほしい
ままにしているので，政府は横浜の直輸出を要
求する商人たちと翌日年 2月23 日横浜正金銀行
(資本金 30 万円，うち 10 万円は政府出資)を
設立，同月 28 日から開業したのである O
この年の1 月 5 日，太政官は「工場払下概則」
を制定，内務省・工部省・大蔵省・開拓使に官
営工場の漸次民有化を命令したのである(明治
17 (184) 年10 月 3 日に廃止)。さらにこの方
針が行政改革で具体化したものが明治14 年 4 月
の農商務省創設であった O この「工場払下概則」
によれば，政府資金の回収が第一義的であった
がために，払下げ条件は厳格で、，払下げ希望者
が少なかったのは， r工業勧誘ノタメニ其模範
ヲ示スニ止ルモノ」に限定したためであったと
いう O 換言すれば， r金銀銅銀ノ銀練熔解所J
の意味する有力鉱山には，払下げが殺到してい
たのである O かくて「佐渡・生野・三池・阿仁
ノ四鉱山ヲ旧ニ依テ官坑ト為シ，爾余ハ民業ト
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為スヘキヲ太政官ヨリ命セラル」結果に終わっ
た。しかも「工場払下概則」は明治17 年に廃止
されてしまうのであるO これら四鉱山のうち，
技術的失敗のあった阿仁鉱山を除き，佐渡・生
野・三池は大蔵省へ移管され，そのうち佐渡・
生野両鉱山は皇室財産に編入されてしまう O し
かし結局は，明治21 (1 8) 年 8 月，三池炭鉱
は，入札をめぐって，三井・三菱の両政商資本
の激烈な争いがおこなわれ，明治18 (185) 年
段階では財産評価額45 万円たらずのものが，三
井へ45 万 5 千円(三菱とは僅か 230 円の差と
いうことからも，そのデッド・ヒートぶりが伺
えよう O また，この代金には主任技師団琢磨の
身柄もふくまれていたという)で落札， 10 万
円即納，残金35 万 5 千円は15 ヶ年賦という「高
い買物」であった。だが，この社運を賭けた三
池払下けは，三井にとって重要な意味を持って
いたのであるO
ところで，現在でも国際的にも有名な三井物
産会社は，明治 9 (1 876) 年 7 月 1 日から開業
した。旧先収会社を引継いだこともあって，資
本金は零である。この創立については，内務省
勧業寮を中心とする商権拡大のための輸出振興
政策を現実に支えるものとして，明治政府の政
策担当者が強い関心を寄せていたという O 大限
ら財政担当者は，外商による支配体制から脱し
て輸出の増大と市場の開拓をはかるための役割
を三井物産会社に期待したのである O こうして
明治 9 (1 876) 年 9 月16 日，三井物産会社は工
部省鉱山寮との聞に「三池石炭売捌約定書J を
締結したのである。時の工部卿伊藤博文は，三
池鉱山主任小林秀知にたいして「三池産炭販売
ノ要タル，専ラ外国輸出ニ充ルニ在リ，敢テ内
国ニ拘泥スル勿レ，且其価値ノ如キモ仮令内国
ニ貴ク外国ニ賎シキモ重量モ関スルナク，有モ原
理ニ損失ナキヲ得ハ強テ得益ノ多寡ヲ不論，飽
迄輸出ノ増加ヲ勉メ，機ニ寄ルアラハ内国販売
ハ停止スルモ妨ケナシ」と O こうした政府の意
図を実現する役割を担っていたのである。
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そもそも三井物産上海支庖開設の端緒は，の
ちに「破約」になったが，清国政府の一千万円
の借款要請にあった。それに対して，大蔵卿大
隈重信は，第一国立銀行と三井物産会社を指名
して「此貸付金により将来清国通商の端緒を得
たれば，両社は宜しく支屈を彼地に聞き，彼我
の融通貿易に従事すべし，若しは然らば政府は
相当の恩典の与えんとの旨を内諭」したという O
上海支庖の開設については，わが国の銀銅貨を
清国内に流通させるためとして，その流通資本
として上海において一万円，香港において七万
五千円貸下げることの許可を得，明治1 (1 87) 
年 2 月に，大蔵省に出願し，許可された。上海
支庖の主なる取扱商品は，米穀，石炭，銅，海
産物，木材などだったが，なかでも重要な意味
をもったのは三池炭の取扱いで、あった。当時国
内需要がきわめて少なかった三池炭を海外にお
いて販売することの狙いが，正貨獲得にあった
ため，その主要な輸出先と考えられたのが上海
市場であった。しかも，上海総領事からの報告
では「三池之石炭ハ奥州島羅利亜ト神戸ノ石炭
ニ対シ劣ルコトナカラントス，然レトモ三池ノ
石炭ハ前ノ両種ニ比スレハ柏、々劣ラサルコトヲ
得サルノ勢アリ，故ニ之ヲ下値ニ驚カサルヘカ
ラス，之ヲ下値ニ驚ケハ却テ優ルノ勢ヲ得ヘキ
ニアラスヤ」とあり，価格を低廉にすれば，販
路拡大も充分可能というのである。しかも外商
を経由しないで，清国へ石炭直輸出の途が聞か
れたとはいうものの，三池が有明海に面し，干
満の差が著しい船場(横須浜や大牟田浜)から
鮮船で口ノ津や島原へ運ばれ，小形船に積替え
られて長崎へ送られ，そこで大形外航船に積替
えられて上海へ輸出されたのである。さらに，
低廉価格という条件に加え，外国船舶にとって
「三池炭」が好まれた理由には， rHon Gay (鴻
基)炭 J (ベトナム北部)という良質炭がある
が，三池炭は粉炭ではあったが，外国船舶にと
って，はるばるスエズ運河を経由してシンガポ
ールに到着した場合， r廉価炭」は恰好な燃料
だったのである。三池炭鉱の稼行改善と産出量
の増大はこれに拍車をかけたとも言えよう(こ
の点は，前述した「岩倉使節団の同行留学生」
として渡米，団琢磨というアメリカ・ボストン
のマサチューセッツ工科大学で鉱山技術を学
ぴ 4年間の研鎖をつみ，バチュラー・オブ・
アーツの学士号を得，明治1 (1 87) 年に帰国
した。大阪専門学校助教，東京大学理学部助教
授のち工部省御用掛准奏任・鉱山課出仕となり
三池鉱山局，工業課長兼勝立坑長となった。三
池鉱山局廃止と共に非職となり，三池炭鉱社に
招聴された。前述したように「払下げ」には，
主任技師団の身柄も含まれていたのである。三
池鉱山事務主任(鉱山大属)小林秀知のあとを
うけて，三池炭鉱社の名義で，明治2 (189) 
年 1月 4 日から，営業を開始した。のちに，勝
立坑の水没を防御すべく，購入していた「デビ
ーポンプJ を用いてその危機を克服したことも
看過できない。(さらに団は後に，三井合名会
社理事長として内外の政財界に活躍したが，昭
和恐慌の折，当時の三井本館前で，昭和 7 (1932) 
年 3 月 5 日血盟団員菱沼五郎に射殺された)。
明治初期以来の岐阜県飛騨の神岡鉱山(銀・亜
鉛)と並んで三井財閥の形成に両鉱山は大きな
地位を占めている。恰も住友財閥おける別子銅
山，三菱財閥における高島炭鉱・新入炭鉱・総
田炭鉱・吉岡鉱山・尾去沢鉱山・赤谷鉄山・生
野銀山などと同様である (r 三井事業史』本編第
二巻， (三井文庫， 1980 年刊) 252 頁以下)0
3 )日本における産業革命の展開=日
本資本主義の確立過程
繰返し指摘しておけば，後進国型の産業革命
の展開である O いわゆる「インドの植民地化，
中国の半植民地化，日本の開港と明治維新」で
あり，マルクスのいう「ブルジョア社会の固有
の任務は，世界市場およびその基礎の上にたっ
生産をつくり出すことである。世界はまるいか
ら，このことはカリフォルニアならびにオース
日本における産業革命の展開
トラリアの植民地化と中国並びに日本の開放に
よって終わる」と o
さて， (以下，さきに触れた山田盛太郎“最
終講義版"による)日本資本主義の大きな骨格
は，繊維の彪大な輸出によって，労働手段その
ものないしは生産手段の原材料の輸入を可能な
らしめている関係である。繊維関係での出超と，
生産手段(金属~機械器具)の輸入とが，日露
戦争第 2 年目の明治38 (1905) 年を除くと，ほ
ぼ対応するといえるのではないかと思う。
このように，日本の場合，繊維工業が重要な
意義をもつが，女工数が多いといわれ，昭和 4
(192) 年の職工数182 万5千人のうち，男子職
工を 10 とすると，女工は18 となる O 昭和17
(1942) 年の重工業化のときでも，男子10 に対
し女子7.9 である。これをイギリスと比べると，
イギリスでは男子10 に対し女子3 にすぎない。
昭和17 (1942) 年になると，全職工のうち金属
機械工の割合が初めて54.2% になった。
日本の場合，・…・・労働手段の面として，機械
器具の原材料的意味におけるものとして，鉄を
挙げることができる o それは繊維産業の場合，
綿でいえば紡績，絹でいえば製糸が主導である
というのと同じ意味で，原材料としての製鉄が
注目されてくる。この点，日本では，鉄鉱が極
めて貧弱であるから，それに制約されてくる面
が多々ある O この点を明治初年から軍部，官僚
が極めて緊要な問題として関心を示したことが，
記録において現れている。……日本の場合，鉄
の生産量は日清戦争の結果，中国の大冶鉄山の
鉄鉱を譲り受けるという時期に初めて，その鉄
鉱石と日本で豊富な九州の石炭とを結合する方
式の八幡製鉄所により，本格的で近代的な製鉄
所が確立してくる O それにしても規模が狭小で、
あるということを免れない(詳しくは，三枝博音・
飯田賢一編『日本製鉄技術発達史一八幡製鉄所の確
立過程-j ，東洋経済新報社， 1957 年刊，参照)。
各国では鋼織の生産高は銑鉄の生産高と同じ
位の規模であるのに対し，日本では銑鉄に較べ
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て鋼鉄が多いのは，アメリカから屑鉄を多量に
買い入れていることによる(第一次世界大戦中
の日米銑鉄交換を想起)。例えば，明治 7 (1 874) 
年に，東京・築地に新設された海軍造兵廠(海
軍兵器製造所)の中で，同 14 年にクルップ式の
増塙製鋼法の準備を完了……また横須賀の海軍
工廠で明治23 (1 890) 年シーメンス製鋼炉が建
造され……大阪の陸軍砲兵工廠では明治29
(1 896) 年に 3 トンの平炉が設置されていく O
日本の場合，鉄の生産は何よりも軍器生産の原
材料であるという意味をもっているからである。
鉄は近代生産の骨格をなす労働手段の原材料で
あるが，同時に鉄は軍器の主材料であるという
ことが肝要で，そこでそのために払われた努力
が如何ほどなものであったかは想像がつく。
そこでこの問題から，いわゆる原始的蓄積の形
態について述べるO
貿易の関係をみたとき，輸出としては繊維の
みを挙げたが，日本でも，鉱産物や金属を輸出
しないわけで、もない。銅を輸出しているし，ま
た石炭を輸出して，それに対し鉄が足りないの
で鉄を輸入もし，またその確保のために貿易を
計画的に使っている。日本の軍事的発動を結果
的にいうと，繊維の輸出市場獲得のためという
形態をとる一即ち，長江の開港と朝鮮からの中
国(清国)軍の撤退と朝鮮市場の開拓。これが
日清戦争。日露戦争では満州地域を日本の支配
下に置く。さらに第一次大戦では東洋，南方ま
で市場開拓ーが，鉄の関係でみると，鉄は囲内
資源としては砂鉄以外は貧弱であり，山!採構想
の下に鉄確保が吟味されている。そして日清戦
争の結果，大冶鉄山の，また日露戦争の結果は，
日韓併合で北朝鮮および満州の鉄山の，鉄鉱確
保という形をとった。したがって鉄資源の確保
と市場拡大と軍事発動とは切り離しては考えら
れないほどの関係にある O
日本の場合には，産業資本確立が同時に帝国
主義転化の形をとり，その時期はほぼ明治30-
40 年頃とみる。消費資料生産部門の典型として
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の衣料生産の全般的展開を基礎とし，生産手段
生産部門，特に「労働手段生産の見透しの確立J，
鉄の確保。これが産業資本確立の一つのメルク
マールになるのである O
綿の系統一棉作・紡績・織物ーでは，紡績が
問題の推進力になっている O
まず，幕末維新期の「始祖三紡績J (鹿児島・
鹿島・堺)から，明治 10 年前後の「二千錘紡績
(十基紡 )J (前述の殖産興業政策による。ただ，
三重紡のみ存続)を経て，明治 16 年に大阪紡績
(イギリス・プラット社からのミュール精紡機
10 ，50 台を輸入して開業する。技師長(のち支
配人，社長)となる山辺丈夫は，明治 10 年夏，
津和野藩主亀井慈明の養育係として渡英，みず
からロンドン大学ユニパーシチイ・カレッジを
経て(，保険論」の勉強を榔ち) ，キングス・カ
レッジに転じて工学を学ぶ。第一国立銀行頭取
渋沢栄一の慾憩もあって， ，紡績技術」の習得
を志、し，イギリス・ランカシャーで苦心探訪の
末，暑い明治12 (1 879) 年 8 月 8 日，ブラック
パーンで兄とともに，困層のローズ・ヒル工場
(精紡機 27 ，60 錘，力織機302 台)を営んで、いた
W. E. Brigs 氏(極東或いは日本にも来日か，
後，市会議員を経てイギリス下院議員になる)
とブラックパーン駅頭で、出会っている O 工場見
学後，昼食を振舞われたが，さらに同月 25 日に
再訪し，宿舎も決めてもらい 9 月 1 日から，
工場での左手の怪我にもめげず，終日技術習得
(礼金 150 ポンド)に励む。そして，翌年 5 月27
日にロンドンを離れるまで，山辺丈夫は，マン
チェスター周辺の紡績工場・染織工場を歴訪し，
あるいはオールダムに本社があったプラット社
をも訪問して，大阪紡績創業のための紡績機械
購入の準備も進めてゆくのである O
明治13 (180) 年 5 月30 日の朝 9 時に，南フ
ランス・マルセイユ港から乗船した山辺丈夫は，
旧藩主亀井議明伯とともに同年 7 月12 日に横浜
港に着き，帰国した。ここで，さらに大阪紡績
会社設立計画が一層具体化し，資本金は25 万円，
第一国立銀行頭取渋沢栄ーを中心に，華族の蜂
須賀茂詔，矢島作郎(毛利家代表人) ，のちに
大阪の藤田伝三郎，松本重太郎たちが加わって
創立にむけ，紡績組合を結成する O このように
会社組織が具体化してゆくことと並んで，翌明
治14 年 5 月には，渋沢栄一は大阪紡績会社創立
世話掛として，山辺丈夫を工務支配人，大川英
太郎以下 4 名を将来の大阪紡績における紡績技
術担当社員として採用した。山辺の付添いで，
彼等 4 名は，愛知県岡崎町にあった大平紡績所，
大阪府近郊の桑原紡績所・渋谷紡績所，岡山県
下の玉島紡績所で「大掃除組立」や工場見学を
試みている。
一方の山辺丈夫は， r原動力問題」で全国各
地の河川調査や産業視察を行い，また当時「お
雇い外国人=技師」であったオランダのデ・レ
ケー(J. de Ri jke) ともに，矢作川・紀ノ川な
どの調査を試みるのであるが，結局明治14
(18 1)年末までには，原動力を水力(河川)
に依存することを断念し，工場敷地の選定にも
検討を重ね，翌明治15 年 4月頃には，大阪府西
成郡三軒家村・の官有地に決定 6月から建設を
開始する O ここに三階建煉瓦造の工場が完成，
当時三重紡績が招聴していたイギリス・プラッ
ト社の技師のニ}ルド (W. Nield) にたより，
注文した紡績機械の据付を行ってゆくのである O
ミュール精紡機15 台 ( 1万50 錘)の据付完了
をまって明治17 (184) 年 4月に機械全運転 6
月15 日には，山県有朋内務卿を始め，遠藤謹助
造幣局長，建野大阪府知事らの臨席の下，始め
て開業式をおこなったのである。さらに注目す
べきことは，開業式を待たずに明治16 年 8 月か
ら「深夜業=昼夜二交替制」を採用しているこ
とで，さらに，この深夜業の採用に伴い， r石
油ランプ」による火災(綿は引火性が強い)が
発生650 灯の石油ランプのうち，毎夜230 個は必
ず発火という有様だった。
当時，外国では「エレキトル・ライト」とい
う室内灯が発明されていることが判明，渋沢栄
日本における産業革命の展開
ーから当時の電気学者藤岡市助(東京銀座を走
った電車も創製)に照会したところ，皇居と陸
軍士官学校で使用されているとの返答があり，
三井物産会社を介して，アメリカのエヂソン電
気会社に「発電機」を注文， 25 キロワットのエ
ヂソン式直流発電機が据付けられ，工部大学校
の学生が実習生としてその工事を手伝ったとい
われている。わが国初めての，民間自家用電気
事業の晴矢であった。当時物珍しさもあってか，
大阪周辺の住民から， r電灯拝見」の申込が殺
到したため，止むなく大阪紡績は，三日間を見
学日として一般公開したところ 5万人もの参
観者があり，入場すると，紡績機械から綿糸が
紡出される状態も珍しく，それに気をとられて，
電灯を見ずに出場してしまう者も多く，やっと
気がついて窓外から電灯を眺めて帰る者も多か
ったという O 世は「鹿鳴館」時代，建野卿三大
阪府知事夫人から，夜会用にと大阪紡績宛に電
灯借用の申込もあったりして，支配人山辺丈夫
はじめ一同は閉口したというエピソードまでも
残されている O かくて，深夜業を開始し，加え
てエヂソンの発明した「白熱式電灯」を利用し
て，大阪紡績は高利潤を確保しつつ，明治20 年
代に入ると，企業勃興期を迎え，続々と新企業
がおこり，日本における紡績業の形成・展開が
始まってゆくのである O
いま一つ，絹の関係一養蚕・製糸・絹織物ー
があり，その中では製糸が中心になる。生糸は
原材料(アメリカ絹織物業)であるゆえ，輸出
産業として発展し，最大の外貨獲得部門として，
軍需品ならびに棉花・機械類など生産手段の輸
入を支える役割を担ったのである O 日本でも綿
織物になるが，またアメリカの絹織物の原材料
としても重要であった O ただ，ここで注目すべ
きは，フランス，イタリア，清国に比して極め
て急速に発展した事実である o むしろ逆に，日
本製糸業は清国系の大量輸出に対応して織物の
経糸に使用されうる良質の「優等糸」生産に特
化しつつあったフランス・イタリア製糸業と，
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主として織物の緯糸用の「普通糸」輸出を行っ
ていた清国製糸業との，いわば中間に強引に割
込む形で生糸世界市場へ進出してゆかねばなら
なかったのである O 明治27 (1894) 年に「器械
製糸高の座繰製糸高凌駕」をもたらした中核の
製糸家たちは，東山製糸業地帯をなす長野・山
梨・岐阜諸県に多く存在していたのである O
紡績は中国での綿織物の原材料にもなるが，
日本での原材料であり，そこから紡績一問屋制
家内工業の関係がでてくる。
ところがこの産業資本確立の前提となる繊維
産業の全般的展開が，日本の場合には，戦争の
段階ごとに飛躍的な発展がみられる点にあった。
これは明治初年からみられるところで，征韓論
といって朝鮮の市場確保と関係し，日清戦争も
朝鮮全土で中国(清国)軍を追う形で行われ，
併せて開港後の長江を市場として求めている。
日露戦争も朝鮮を通じ満州、ほ市場としている。
このように繊維産業の展開も戦争を抜きにして
は考えられない。
しかも生産手段の関係では，日本は地下資源、
がないから，鉄の生産には国家権力が明治のは
じめから最も多くの力を注いだ。そして大陸の
鉄鉱の確保と九州の石炭とによって鉄の生産の
見透しができ，その上で技術の確立とその見透
しが出来てくる O このことが主要な点で，しか
も生産手段，特に労働手段の原材料，その生産
技術の確立が，軍工廠の胎内から育まれていく
ことが特徴的なのである。例えば，陸軍工廠で
は兵器・砲弾の原材料である鋳鉄を必要とする。
また陸軍が，軍事的移動を考えるとき鉄道網を
完成することが必要となる。幹線として東海道
線を引くか，それとも中仙道(現在の中央本線)
で運ぶかに軍部が口を入れ，東海道は艦砲射撃
を受ける危険があり危ないといわれた。日清戦
争のときには，強大な敵に向うのだということ
がみられる。海軍では造艦と機関(タービン)
の技術があり，明治38 (1 905) 年には戦艦薩摩
の起工となる。こういう中から生産手段，労働
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手段がつくられてくる O そしてこのような関係
の中から産業資本ができてくる(例えば， 1930 
年代に大和という世界最大級の巨艦を建造した
呉海軍工廠は，第 2 次大戦後に造船所となり，
その技術は世界から評価されている)。
このように，繊維産業の展開も戦争抜きにし
ては考えられないのみでなく，日本で産業資本
が確立するために必要な生産手段と，特に鉄の
確保の必要から，結局日本では，はじめから「帝
国主義的傾向J r帝国主義の形」で，産業資本
が確立するものと考えるのである O ……この関
係を戦費等で見ると次のようになる O
明治27 (1 894) 年の歳入は9，80 万円，戦費
は2億円で，財政収入の 2倍を超えるものだが，
日清戦争で得た賠償金は戦費の 1倍半で 3億 6
千万円であり，それが日本の資本主義に大きな
役割をもった。明治28~34 (1895~1901) 年ま
でに，資本の固定的部分に当たる部分の大量の
輸入 ( 2億10 万円)が起きている。これが日
清戦争後の企業勃興の基盤ではないのかと考え
られるO
日露戦争のときには，明治37 (1 904) 年の歳
入は 3億70 万円，戦費は17 億160 万円である
から，この戦費は歳入に対比すると 5倍になる O
このときには賠償金はないが，外資の導入によ
って〔固定資本部分への投資〕がなされる。こ
のように産業資本の確立は，日清・日露の両戦
役を通じて一つのプロセスとして，緊密、な連関
をもって進められている o
その後，大正 3~ 8 (1914~19) 年の第 1 次
大戦で日本は大きく飛躍する。大正 3 (1 914) 
年の歳入は 7億30 万円，戦費は 8億80 万円
で歳入の 1倍少しで，この間に日本は飛躍する O
〔大正 8 (1 919) 年の歳入は18 億円〕。大正 2
(1 913) 年末の資本金払込額が19 億円であるの
に，大正 4 ~ 9 (1 915~20) 年の期間に計画資
本の額は143 億円にのぼっているO 日本はこの
とき初めて第一流国になった段階である。
そしてこのように異常に急激な発展は，日本
資本主義の型に大きな影響を与えた。日清から
日露の10 年，日露から第 1次大戦の10 年，その
後10 年経って満州事変を迎える O いまそれ以降
の時点として昭和15 (1940) 年をとると，この
年の財政収入は64 億円である O ところが仮に昭
和17 -20 (1942-45) 年をとると，戦費(臨時
軍事費)は 2，219 億円で，昭和15 年の財政収入
の34 倍という大きな額にのぼる。したがってこ
の点からいうと，戦争は必ずしも儲かるもので
はないことが明らかとなる O
さて日本の場合，産業循環の周期性はどうな
るかをみると，イギリスでは10 年を期間とする
が，日本では10 年ごとに産業循環がくるという
より，戦争が10 年ごとに周期的にくる O 即ち，
産業循環と戦争の周期性とが重なり合いもつれ
あっていて，むしろ戦争の面の方が強く現れて
入るのではないかと考えられる O いま一つの問
題としては，第 I部門が第 E部門より急速に増
大するという点である O この点が日本の場合，
生産手段，特に労働手段の素材としての鉄が窮
屈なことが，第 I部門がやや追随的になってい
る点に顕著に現れている。即ち，繊維部門との
関係での金属機械器具工業の比重を，労働力・
職工数の構成で見ると，繊維部門の比重が大き
い。そこでこの関係を，第 1次大戦から第 2次
大戦まで調べて見ると，各国によって多少異な
日本における産業革命の展開
るが，その大勢は(繊維部門を 10 として，金
属機械器具工業部門との対比をみると(日本 36 ，
イギリス 163 ，ドイツ 23 1，アメリカ 182) ， 日本
では繊維産業の比重が大きく，金属機械器具の
比重が小さいという関係は，例えば昭和 4
(192) 年にも依然として54.7% である O そし
てこれが第 2 次大戦を通じて機械・器具が最も
大きく拡大し，昭和17 (1942) 年には，繊維(紡
織他)と金属機械器具との関係が逆転する(繊
維54.7% から8.7% へ，金属機器15.4%-54.2%
へ)。これは，戦争によって，平和産業が圧縮
され，全力を挙げて機械・器具生産に向けられ
たからである O
日本資本主義のこの二つの点の指摘をもって，
私の講義の最後の所とし，これで結びたい。
即ち，日本の場合，産業循環が戦争循環とから
みあっていることが，特徴の一つ。
それから，今一つ。最後の段階において，日
本は初めて，日本資本主義の生産の構造が，第
I部門の優越一職工数で表わしたがーしてきて
いることが，明瞭に現れてくること O
日本資本主義の生産の構造は，戦争が強力的
に押し進めてきて，この段階で初めて本格的な
ものとなった O
もう戦争は必要でない。このことが皆さんの
世代にかかっている。 (了 )
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